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つ な ん じ か ん

雪下にんじんの季節になりました

つなん雪まつりに来場した県知事

翌日の朝

津原の畑で

雪下にんじん掘り体験！

採った雪下にんじんを

雪で洗い

がぶっと一口！

「みずみずしくて美味しい」

旬の雪下にんじん

みなさんもぜひ食べてみてください



町では津南音声訳の会さんに広報つなんの音声訳を委託しています。
お聞きになりたいかたはホームページをご覧いただくか、詳しくは総務課（℡ 765-3112）までお問い合わせください。
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日本各地から雪国つなんへ

第43回 つなん雪まつり
― Ni i g a t a ,T sunan  Snow  Fe s t i v a l  ―



特集 第 43 回 つなん雪まつり

5 広報 平成31年３月号

真っ青な空が広がり

周りを見ればどこまでも続く雪原。

自然と気分も高揚し

お祭りムードが漂うなか開催された

第 43回つなん雪まつり。

県内から多くの観光客が

この津南町に訪れ

津南町の自然・文化・食・人に触れました。
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全国から津南へ。
想いを込めた
スカイランタンが
夜空に昇る。

　

天
気
に
も
恵
ま
れ
、
７
，
５
０
０

人
の
お
客
さ
ん
が
ニ
ュ
ー
・
グ
リ
ー

ン
ピ
ア
津
南
会
場
に
足
を
運
び
ま
し

た
。
こ
の
会
場
で
は
、
迫
力
あ
る
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
ジ
ャ
ン
プ
を
間
近
で
観

戦
で
き
る
Sス
ノ

ー

ウ

ェ

ー

ブ

N
O
W
W
A
V
E
、
ス

ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
乗
車
体
験
、
雪
上
自

転
車
体
験
、
雪
中
宝
探
し
な
ど
雪
国

で
し
か
体
験
で
き
な
い
イ
ベ
ン
ト
の

ほ
か
に
、
か
ま
く
ら
神
社
や
ど
う
ろ

く
神
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
多

く
の
イ
ベ
ン
ト
で
来
場
者
を
楽
し
ま

せ
ま
し
た
。天
気
も
良
か
っ
た
た
め
、

小
さ
な
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
日

中
か
ら
雪
ま
つ
り
を
楽
し
も
う
と
い

う
姿
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、

露
店
市
に
は
長
蛇
の
列
が
で
き
、
大

変
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
つ
な
ん
雪
ま
つ
り
と
言

え
ば
、
夜
の
ス
カ
イ
ラ
ン
タ
ン
。
会

場
に
い
る
人
の
多
く
は
、
こ
の
ス
カ

イ
ラ
ン
タ
ン
を
一
度
は
見
て
み
た
い

と
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
ま

で
日
本
各
地
か
ら
こ
の
津
南
町
へ
訪

れ
ま
す
。
な
か
に
は
外
国
か
ら
来
る

人
も
。
ま
た
、
近
年
で
は
S
N
S

効
果
で
、
ス
カ
イ
ラ
ン
タ
ン
の
写
真

を
撮
り
た
い
と
多
く
の
カ
メ
ラ
マ
ン

が
集
ま
り
ま
す
。
こ
こ
数
年
は
徐
々

に
増
加
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
す
。

　

い
ざ
、
ス
カ
イ
ラ
ン
タ
ン
を
打
上

げ
へ
！
今
年
は
町
内
の
小
学
６
年
生

卒
業
記
念（
グ
ラ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
・

メ
モ
リ
ア
ル
・
ス
カ
イ
ラ
ン
タ
ン
）

と
称
し
た
打
上
げ
を
全
体
打
上
げ
の

前
に
設
け
、
会
場
の
み
ん
な
で
卒
業

を
祝
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
い
よ
い

よ
全
体
の
打
ち
上
げ
へ
！
想
い
を
込

め
た
約
２
、０
０
０
個
の
ス
カ
イ
ラ

ン
タ
ン
が
夜
空
へ
昇
り
、
ひ
と
つ
ひ

と
つ
の
灯
り
が
小
さ
く
な
る
ま
で
夜

空
を
見
上
げ
ま
し
た
。

1

ニュー・
グリーンピア津南会場
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7 広報 平成31年３月号

①雪まつり楽しんでますか？！はい、チーズ！　②待望の雪まつりへ！夜が待ち遠しい　③ STAFFもお客さんもみんな一緒に楽しもう！　④天気もスノーボードもライブ

も露店も最高！　⑤ワンちゃんだって雪まつりを楽しむワン！　⑥誰よりも空高く、めざすは頂
てっ

上
ぺん

　⑦仲間がいるからこそできること、仲間は一生の宝物

3

567

2

4



広報 8平成31年３月号

町民も観光客も
みんな一緒に
雪まつりを満喫。

　

平
成
最
後
の
雪
ま
つ
り
。
大
割
野

特
設
会
場
で
は
「
平
成
フ
ィ
ナ
ー
レ 

雪
ま
つ
り
」
と
称
し
、
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
や
商
店
街
通
り
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
は
、

二
部
構
成
。
一
部
で
は
太
鼓
や
日
本

舞
踊
を
は
じ
め
、
歌
、
ダ
ン
ス
、
そ

し
て
子
ど
も
大
注
目
の
仮
面
ラ
イ

ダ
ー
シ
ョ
ー
で
来
場
者
を
楽
し
ま
せ

ま
し
た
。
二
部
で
は
、
各
地
で
活
躍

す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
歌
や
も

の
ま
ね
を
披
露
。
日
も
落
ち
か
け
、

気
温
が
ぐ
っ
と
下
が
っ
た
会
場
で
し

た
が
、
会
場
は
笑
顔
に
包
ま
れ
、
来

場
者
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
も
一
緒
に
楽

し
み
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
特
設
会
場
だ
け
で
は
な

く
、
多
く
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
っ
た

商
店
街
通
り
。
各
店
舗
が
こ
の
日
の

た
め
の
限
定
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
、

訪
れ
た
人
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
や

は
り
、
祭
り
と
言
っ
た
ら
お
い
し
い

食
べ
物
が
必
須
。
商
店
街
通
り
は
屋

台
の
い
い
匂
い
が
広
が
り
、
訪
れ
た

人
の
お
腹
を
満
た
し
ま
す
。
ま
た
、

甘
酒
や
日
本
酒
も
大
人
気
！
米
ど
こ

ろ
津
南
の
お
酒
を
飲
ま
ず
に
は
帰
れ

ま
い
と
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。
ま
た
、
各
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
好

評
！
角
巻
き
と
す
げ
ぼ
う
し
コ
ス
プ

レ
は
老
若
男
女
問
わ
ず
人
気
で
、
記

念
撮
影
を
す
る
人
が
た
え
ま
せ
ん
で

し
た
。
同
じ
く
、
伝
統
わ
ら
工
芸
も

人
気
。
雪
国
の
知
恵
に
感
心
す
る

人
、
か
わ
い
ら
し
い
わ
ら
細
工
に
興

味
津
々
で
し
た
。

　

そ
ん
な
人
の
温
か
さ
が
あ
ふ
れ
た

大
割
野
特
設
会
場
。
最
後
は
、
夜
空

に
き
れ
い
な
花
火
で
締
め
く
く
ら
れ

ま
し
た
。

大割野
特設会場

13

24
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9 広報 平成31年３月号

①熊野神社で恋愛おみくじ！ご利益がありますように　②セニョール玉置のものまねで寒い会場も大盛り上がり　③流行りのダンスについつい体が動いちゃう　④パワ
フルな歌声が空高くまで響き渡ります　⑤スリル満点！雪の滑り台　⑥夢の詰まったフィナーレ花火　⑦大人気の角巻き＆すげぼうしコスプレ　⑧仮面ライダージオウ
に大興奮の子どもたち　⑨苗場酒造きき酒コーナーは大盛況　⑩河岸段丘をイメージした雪像の大地に想いを込めたカップが並びました　⑪これほど似合っている
人は他にいませんでした

5

6

7

8 9 10

11

前夜祭 ２，５００人
本　祭 １０，０００人
　　　 （内 大割野特設会場 2,500 人）

　計　 １２，５００人

たくさんの方々のご協力、ご支援があったからこそ

これだけ多くの方々に第43回つなん雪まつりを

楽しんでもらうことができました。

本当にありがとうございました！



Tsunan  Even t  Ske tch .

つ　な　ん
まちかど
スケッチ
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 津南地域衛生施設組合議会定例会
— 2月19日　津南地域衛生施設組合 —

 除雪ボランティア「スコップ」
— 2月23日　三箇地区 —

 北野大塾主催シンポジウム開催
— 2月23日　商工会館 —

 夏の芸術祭以来、再集結！
— 3月2日　芳

ほう

流
りゅう

閣
かく

（上郷逆巻） —

　平成 31 年第 1 回津南地域衛生施設組合議会定例会が開
催され、平成 30 年度補正予算や平成 31 年度一般会計予
算など 5 つの議題について話し合われました。

　新潟県の事業として始まった除雪ボランティア「スコッ
プ」の活動が三箇地区で行われ、副知事を含めた 8 名のボ
ランティアが一人暮らし世帯や古民家の除雪をしました。

　「JR 飯山線と津南地域との共生による活性化」をテーマ
にしたシンポジウムが開催され、約 80 名の参加者で会場
を埋め尽くしました。シンポジウムでは今後の地方鉄道の
あり方や取り組みについて話し合われました。

　関東圏に住む大地の芸術祭オフィシャルサポーターが津
南町を訪れ、その方々へおもてなしをしようと上郷クロー
ブ座で活躍した “ お母さん ” が再集結しました！お母さんた
ちのおもてなしにオフィシャルサポーターも大喜びでした。

↑議会には十日町市長、栄村長も出席

↑新潟県の益
ます

田
だ

副知事も参加

↑飯山線と津南町の魅力を語る前新潟県副知事の寺
てら

田
だ

吉
よし

道
みち

さん

↑上郷地域などのお母さん 7名に拍手喝采

 町長e-Taxで申告体験
— 2月21日　町長室 —

　町長は「今までは紙に書いて申告していました。パソコ
ンで申告できるのは便利！来年以降も e-Tax でやってみた
い。短時間で済むし、忙しい社会人には良いですね」と話
しました。

↑税務署職員より指導を受ける町長



11 広報 平成31年３月号

 一歩一歩、歩んでいきます
— 3月4日　津南中学校 —

 『つなんへようこそ！』パンフレット作成
— 3月6日　津南町役場 —

　卒業の季節がやってきました。津南中学校は、52 名（男
子 29 名、女子 23 名）がめでたく卒業しました。旅立ち
のことばでは「私たちは明日からの夢に向かい、自分の道
を歩んでいきます」と希望に満ちたまなざしで語っていま
した。

　津南小学校６年生は、苗場山麓ジオパークや津南町の魅
力を詰め込んだ手書きのパンフレットを作成し、町長と教
育長へ手渡しました。このパンフレットは全部で 2,000 部
作成され、3 月 9 日のつなん雪まつりでも来場者へ配布さ
れました。

昨年末に募集した町５大ニュースにたくさんの応募をいただ
きありがとうございました。お寄せいただいた中から、平成
30年の５大ニュースが決定しました。
昨年を振り返るならこれだろう。と
多くのかたが１番に上げてくださったのが
１位の『上村前町長退任、桑原新町長就任』でした。
「５大ニュースは何でしょうか？クイズ」正解は右記のとお
りです。
多数のご応募ありがとうございました。
正解されたみなさんには豪華な粗品（笑）を贈呈いたします。
お楽しみに！

１位　上村前町長退任、
　　　桑原新町長就任
  ２位　鶴瓶の家族に乾杯 来町
  ３位　大地の芸術祭
  ４位　鼓童公演
  ５位　コイヘルペス町内感染

↑ 52 名の卒業生が新しい道へ進みます↑５００部のパンフレットを受け取る町長と教育長

平成30年 町５大ニュース決定

第1位

上村前町長退任、桑原新町長就任
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か
わ
ら
ば
ん

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る

　

町
で
は
高
齢
者
の
自
主
的
活
動
の
場
や
健
康

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、
そ

だ
き
苑
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

■
場
所

　

段
野
団
地

■
開
苑
時
間

　

4
月
1
日
～
10
月
31
日
の
間

　
　

午
前
9
時
～
午
後
6
時
ま
で

　

11
月
1
日
～
3
月
31
日
の
間

　
　

午
前
9
時
～
午
後
5
時
ま
で

■
休
日

　

・
毎
週
月
曜
日

　

・
12
月
28
日
～
1
月
4
日
の
間

■
利
用
者
の
範
囲

　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
60
歳
以
上
の
か
た
が

優
先
さ
れ
て
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

■
使
用
料

　

町
内
（
60
歳
以
上
）　

1
0
0
円

　

町
内
（
60
歳
未
満
）　

2
1
0
円

　

町
外　
　
　
　
　
　

  

3
1
0
円

　

※
冬
期
間
は
別
途
料
金

■
相
談
員
が
心
配
や
悩
み
を
解
消
す
る
た
め

　

生
活
相
談
等
に
応
じ
ま
す
。

　

毎
週　

火
曜
日　

金
曜
日

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　

場
所　

そ
だ
き
苑
内　

1
階　

談
話
室

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
保
健
課　

福
祉
班

　

℡
０
２
５
‐
７
６
５
‐
３
１
１
４

路
線
バ
ス
時
刻
表
変
更
の

お
知
ら
せ

く
ら
し

　

南
越
後
観
光
バ
ス
㈱
が
運
行
す
る
路
線
バ
ス

運
行
ダ
イ
ヤ
の
一
部
が
平
成
31
年
４
月
１
日
よ

り
変
更
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の

バ
ス
停
・
車
内
の
掲
示
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

南
越
後
観
光
バ
ス
㈱
津
南
営
業
所
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
町
公
共
交
通
時
刻
表
を
４
月
20
日
号

の
広
報
紙
と
合
わ
せ
て
全
戸
配
布
予
定
し
て
お

り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

南
越
後
観
光
バ
ス
㈱
津
南
営
業
所

　

℡
０
２
５
‐
７
６
５
‐
３
６
４
７

　

例
年
、
春
の
山
菜
シ
ー
ズ
ン
に
、
有
毒
な

野
草
な
ど
に
よ
る
食
中
毒
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
正
確
に
鑑
別
で
き
な
い
野
草
な
ど
は
、「
採

ら
な
い
」「
食
べ
な
い
」「
人
に
あ
げ
な
い
」

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
間
違
え
や
す
い
毒
草

　

ス
イ
セ
ン
、
バ
イ
ケ
イ
ソ
ウ
、
コ
バ
イ
ケ

イ
ソ
ウ
、
イ
ヌ
サ
フ
ラ
ン
、
ド
ク
ゼ
リ

※
毒
草
の
写
真
な
ど
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（「
に
い
が
た　

毒
草
」
で
検
索
）
で
ご

案
内
し
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
県
福
祉
保
健
部
生
活
衛
生
課

　

食
の
安
全
・
安
心
推
進
係

　

℡
0
2
5
‐
2
8
0
‐
5
2
0
5

有
毒
植
物
に
よ
る
食
中
毒
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
！

そ
だ
き
苑
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　

東
北
電
力
株
式
会
社
よ
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

清
津
川
揚
水
機
場
の
遮
断
器
取
替
工
事
の
た
め

津
南
町
全
域
で
計
画
停
電
を
行
い
ま
す
。
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
日
時

　

・
４
月
８
日
㈪　

午
前
３
時
～
３
時
10
分

　

・
４
月
15
日
㈪　

午
前
３
時
～
３
時
10
分

■
お
問
い
合
わ
せ

　

東
北
電
力
株
式
会
社

　

十
日
町
電
力
セ
ン
タ
ー

　

℡
7
5
0
‐
5
7
6
5

町
内
全
域
計
画
停
電

「忘れられない場所、風景」にまつわる手紙を募集しています

ＮＨＫＢＳプレミアム「にっぽん縦断こころ旅2019春」
放送予定 ４月１日㈪～７月15日㈪

いつまでも忘れられない景色、大切な人との出会いの場所、音や香りの記憶がよみがえる情景、
今癒されているスポットなど。エビソードを添えて、番組までお送りください。

＜応募方法＞
●番組ホームページ…
　「ＮＨＫ こころ旅」で検索
　http://www.nhk.or.jp/kokorotabi/へアクセス
●FAXで…
　03-3465-1327 へ送信！
●郵送で…
　〒150-8001 NHK「こころ旅」係 へ送付

＜応募内容＞
次の内容を明記の上、ご応募ください。
①住所　　②氏名　　③電話番号
④性別　　⑤年齢
⑥思い出の場所・風景にまつわるエピソード

旅の成功は、皆様から頂くお便りしだいです!
おたよりの締切は4月22日㈪まで(必着)

写真提供：NHK

新潟県の放送予定
は

６月10日㈪〜　
６月14日㈮
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気
づ
い
て
く
だ
さ
い 

こ
こ
ろ
の
S
O
S

　

３
月
は
自
殺
対
策
推
進
月
間
で
す
。
津
南
町

で
は
平
成
30
年
度
か
ら
自
殺
対
策
計
画
に
基
づ

き
、
自
殺
を
予
防
す
る
た
め
の
取
組
を
し
て
い

ま
す
。

　

平
成
28
年
度
に
は
健
康
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
30
歳
代
の
う
ち
か
ら
精
神
的
な

疲
労
や
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
っ
て
い
る
実
態
が
わ

か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
う
つ
病
の
症
状
を
知
ら

な
い
と
い
う
か
た
が
全
体
の
38.1
％
い
ま
し
た
。

　

自
殺
の
多
く
が
、
う
つ
病
な
ど
の
こ
こ
ろ
の

健
康
問
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

ま
す
。
う
つ
病
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
き
、

自
分
自
身
や
身
近
な
人
の
こ
こ
ろ
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を

見
逃
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
う
つ
病
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

　

う
つ
病
は
「
憂
う
つ
」、「
悲
し
い
」
と
い
っ

た
抑
う
つ
気
分
や
「
眠
れ
な
い
」
と
い
っ
た
こ

と
が
２
週
間
以
上
続
き
ま
す
。
そ
の
他
に
も
強

い
不
安
を
感
じ
た
り
、
お
っ
く
う
な
感
じ
、
集

中
力
の
低
下
、
情
報
が
頭
に
入
っ
て
こ
な
い
、

悪
い
こ
と
ば
か
り
考
え
る
な
ど
の
症
状
も
み
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
、
日
常
生
活
に
影
響
を
及
ぼ

し
ま
す
。

　

ま
た
、
う
つ
病
は
こ
こ
ろ
の
病
気
で
す
が
、

身
体
疾
患
の
引
き
金
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◆
周
囲
の
人
に

　
　
　

し
て
も
ら
い
た
い
こ
と

　
「
う
つ
病
」
を
発
症
す
る
と
さ
ま
ざ
ま
な
症

状
が
現
れ
ま
す
が
、
本
人
が
つ
ら
い
気
持
ち
を

口
に
出
せ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
周
囲
の
人

の
変
化
に
気
づ
い
た
時
は
次
の
よ
う
な
か
か
わ

り
方
を
し
ま
し
ょ
う
。

①
気
づ
い
た
ら
早
め
に
声
を
か
け
る

　
「
疲
れ
て
い
る
み
た
い
だ
け
ど
、
眠
れ
て
い

る
？
」「
何
か
悩
み
が
あ
る
の
？
」
な
ど
、
心

配
し
て
い
る
と
い
う
気
持
ち
が
伝
わ
る
よ
う
な

温
か
み
の
あ
る
言
葉
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

②
話
を
聴
く
と
き
に
は
激
励
や
助
言
よ
り

　

共
感
と
傾
聴
を

　
「
大
変
だ
ね
」「
つ
ら
い
ね
」
な
ど
と
共
感
を

示
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
相
手
を
ね
ぎ
ら
う
こ

と
も
大
事
で
す
。

③
専
門
家
に
相
談
ま
た
は
、
医
療
機
関
へ
の

　

受
診
を
促
す

　

う
つ
病
が
疑
わ
れ
た
ら
、
精
神
科
病
院
や
精

神
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
な
ど
へ
受
診
す
る
こ
と
を
勧

め
て
く
だ
さ
い
。
い
き
な
り
、
精
神
科
の
受
診

を
す
る
の
に
少
し
抵
抗
を
感
じ
る
時
は
か
か
り

つ
け
医
や
保
健
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

◆
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
談
を

　

ど
ん
な
に
強
い
人
で
も
ひ
と
り
で
悩
ん
で
い

る
と
心
が
疲
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
信
頼
で
き
る

身
近
な
人
に
相
談
を
す
る
こ
と
で
気
持
ち
の
整

理
が
で
き
、
こ
こ
ろ
が
楽
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
福
祉
保
健
課
で
は
、
役
場
や
十
日
町

保
健
所
を
会
場
に
精
神
科
医
の
相
談
会
を
年
に

５
回
実
施
し
ま
す
。
こ
こ
ろ
の
病
気
が
心
配
に

な
っ
た
時
に
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

福
祉
保
健
課　

健
康
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

判
断
力
の
低
下
か
ら
自
殺
に
つ
な
が
る
こ
と
も

あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
症
状
を
改
善
さ

せ
る
に
は
休
養
も
必
要
で
す
が
、
適
切
な
治
療

を
受
け
ず
に
休
ん
で
い
る
だ
け
で
は
治
り
ま
せ

ん
。
早
め
の
受
診
が
必
要
で
す
。

◆
う
つ
病
の
サ
イ
ン

　

う
つ
病
は
自
分
で
気
づ
か
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
い
つ
の
間
に
か
、「
以
前
と
違
う
状
態

に
な
っ
て
い
る
」
と
気
づ
く
も
の
で
す
。
普
段

か
ら
周
囲
の
こ
こ
ろ
の
S
O
S
を
見
逃
さ
な

い
こ
と
が
大
切
で
す
。

【
家
庭
に
お
け
る
う
つ
病
の
サ
イ
ン
】

　

□
元
気
が
な
い

　

□
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る

　

□
食
欲
が
な
い

　

□
以
前
か
ら
の
趣
味
に
興
味
を
示
さ
な
く

　
　

な
っ
た

【
職
場
に
お
け
る
う
つ
病
の
サ
イ
ン
】

　

□
作
業
能
率
が
下
が
る

　

□
ミ
ス
が
増
え
る

　

□
集
中
力
が
低
下
し
て
い
る

　

□
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る

　

思
い
あ
た
る
点
が
な
い
か
、
症
状
が
長
く
続

い
て
な
い
か
振
り
返
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

今月は
北村 知子

保健師
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芦
ヶ
崎
地
区（
上
段
地
域
）担
当
の
小
山
で
す
。

　

２
月
、竜
神
の
館
で
２
つ
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

１
つ
目
は
２
月
13
日「
あ
け
び
の
蔓つ
る

の
カ
ゴ
作

り
勉
強
会
」定
員
を
上
回
る
沢
山
の
お
申
し
込

み
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。自
然
の
素
材
か
ら
作
る

手
仕
事
を
学
ん
で
み
た
く
、近
隣
集
落
で
長
く

カ
ゴ
作
り
を
さ
れ
て
い
る
名
人
に
無
理
な
お
願

い
を
聞
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
私
以
外
に
、津
南
・
十
日
町
か
ら
８

名
の
方
が
参
加
さ
れ
、皆
さ
ん
初
め
て
に
も
関
わ

ら
ず
要
領
良
く
綺
麗
に
仕
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。

自
然
の
物
に
触
れ
る
機
会
が
都
会
よ
り
も
多
い

せ
い
か
、皆
さ
ん
素
材
の
扱
い
に
慣
れ
て
い
る
よ

う
な
印
象
を
受
け
ま
し
た
。私
が
津
南
に
来
た

当
初「
自
然
は
習
う
ん
じ
ゃ
な
く
て
親
し
ん
で
い

く
も
の
」と
何
人
か
の
方
に
言
わ
れ
た
事
を
ふ
と

思
い
出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。今
年
は
自
分
で
も

蔓
を
取
っ
て
、い
く
つ
か
作
品
を
作
れ
る
よ
う
に

な
り
た
い
で
す
。

　

２
つ
目
は
２
月
23
日「
竜
神
の
館
冬
の
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」来
場
者
数
３
０
０
人
以
上
と
予
想
を

大
き
く
超
え
る
人
数
と
な
り
ま
し
た
。

　

屋
外
で
は
ソ
リ
の
コ
ー
ス
や
迷
路
、か
ま
く
ら
、

屋
内
で
は
ダ
ン
ス
や
法
話
、笑
ヨ
ガ
、か
ら
す
踊

り
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
、出
店
は
飲
食
の
他
、ハ
ン

ド
メ
イ
ド
雑
貨
の
販
売
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、マ
ッ

サ
ー
ジ
、占
い
、ネ
イ
ル
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、ど
れ

も
人
気
で
し
た
。

　

今
回
は
い
つ
に
も
増
し
て
他
の
地
域
の
方
や
、

子
ど
も
連
れ
の
方
の
来
場
が
多
く
と
て
も
賑
や

か
で
し
た
。ド
ロ
ー
ン
の
画
像
を
見
る
と
本
当
に
、

こ
れ
ほ
ど
広
い
遊
び
場
に
は
な
か
な
か
お
目
に

か
か
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
良
く
分
か
り
ま
す
。

皆
忙
し
い
中
、天
候
の
合
間
を
ぬ
っ
て
限
ら
れ
た

人
数
と
日
数
で
準
備
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

準
備
を
し
て
く
れ
た
人
、出
店
し
て
く
れ
た
人
、

出
演
し
て
く
れ
た
人
、来
場
し
て
く
れ
た
人
、皆

で
作
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。何
よ
り
も
、地
域
の

協
力
が
無
く
て
は
成
し
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
こ

の
地
域
の
未
来

に
は
限
り
な
い

望
み
が
あ
る
と

実
感
し
た
一
日
。

こ
れ
で
良
し
と

せ
ず
、さ
ら
に

前
進
し
て
い
け

る
よ
う
に
頑
張

り
ま
す
！

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

私
の
健
康
づ
く
り
　
～
心
身
健
康
術
～

匿
名
希
望　

さ
ん

　

70
歳
を
超
え
多
数
の
医
院
に
通
院
し

て
お
り
多
病
息
災
。
自
己
紹
介
の
資
格

は
無
い
が
、
お
世
話
に
な
っ
て
る
Ｔ
ａ

ｐ
の
指
令
に
よ
り
筆
を
と
る
こ
と
に
な
っ

た
。

健
康
診
断
の
結
果
…

　

十
数
年
前
の
健
康
診
断
の
講
評
。
あ

の
数
値
こ
の
数
値
全
て
の
数
値
が
悪
い
。

死
に
た
く
な
け
れ
ば
減
量
、
禁
煙
、
禁

酒
せ
よ
。
白
米
禁
止
、
パ
ン
禁
止
等
々

の
無
理
難
題
を
医
師
が
託た
く

宣せ
ん

。
以
来
諸
々
の

薬
を
服
用
な
い
し
使
用
し
て
い
る
が
、
唯
一
血

圧
降
圧
薬
は
縁
切
り
し
た
。
だ
が
目
、歯
、足
、

体
内
、
体
力
関
係
の
低
下
は
如
何
と
も
し
が

た
く
多
病
息
災
は
継
続
進
行
。
よ
っ
て
改
善

目
指
し
、
十
日
町
体
育
館
の
ジ
ム
通
い
を
実

践
す
る
も
変
り
な
く
欠
勤
気
味
に
。
そ
ん
な

某
日
、
某
飲
み
会
で
耳
に
し
た
の
が
Ｔ
ａ
ｐ

で
卓
球
や
っ
て
る
と
の
情
報
。
温
泉
卓
球
の

経
験
し
か
な
い
が
、
こ
れ
は
い
い
か
も
と
閃
い

て
無
謀
に
も
門
を
叩
い
た
。

卓
球
の
効
用
！！

　

入
会
テ
ス
ト
は
免
除
。
だ
が
70
歳
過
ぎ
の

手
習
い
。
皆
さ
ん
に
つ
い
て
い
け
な
い
。
以
来

原
則
無
欠
勤
で
出
勤
。汗
と
冷
や
汗
で
ビ
ッ
シ
ョ

リ
の
毎
日
。
未
だ
１
回
も
勝
て
な
い
が
相
手
を

し
て
貰
え
る
だ
け
で
有
難
く
感
謝
感
激
！！

　

体
は
動
か
す
し
、
負
け
て
も
負
け
て
も
楽

し
い
の
で
完
璧
に
ス
ト
レ
ス
解
消
と
な
る
。

　

以
来
、
１
に
健
康
２
に
健
康
、
健
康
に
は

Ｔ
ａ
ｐ
の
卓
球
と
信
者
に
な
る
。
身
体
の
み

な
ら
ず
、
メ
ン
バ
ー
が
美
人
と
善
人
の
集
合

体
な
の
で
精
神
面
に
大
き
な
効
用
あ
り
。
認

知
症
予
防
に
効
果
大
。
あ
と
は
雪
道
の
転
倒

骨
折
注
意
と
高
齢
者
安
全
運
転
厳
守
で
、
心

身
共
に
死
ぬ
ま
で
健
康
。
で
も
皆
さ
ま
、
健

康
診
断
だ
け
は
受
け
ま
し
ょ
う
。
き
っ
と
数

値
が
変
わ
っ
て
ま
す
。

あなたもいい汗をかきませんか？♡♡♡

卓球は総合センターを会場に
実施しています♡♡♡

健康づくり健康づくり ア・ラ・カルトア・ラ・カルト
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国

だ
よ
り

健康保険が変わったら
　　手続きはお早めに！

〇大学などへの進学が決まった場合（学生用保険証の交付）

〇大学などの卒業が決まった場合（学生用保険証の返却）

<学生用保険証の交付手続き>
（１） ４番窓口「税務町民課町民班」で転出届を提出する。
（２） ５番窓口「福祉保健課保険班」で学区制用保険証への切り替えの届け出を行う。
必要なもの：① 学生であることが証明できるもの（在学証明書または学生証、入学前の場合は合格通知書）
　　　　　  ② 今までの国民健康保険証

<学生用保険証の返却手続き>
〇卒業や退学によって学生でなくなったとき
　必要なもの：認め印、学生用保険証
〇新しく別の健康保険に加入したとき
　必要なもの：新しく加入した健康保険証、認め印、学生用保険証
〇津南町へ戻った（転入した）とき
　必要なもの：認め印、学生用保険証

　就職・退職などで保険の種類が変わったときは、14 日以内に国民健康保険（国保）の加入・
脱退の手続きが必要です。（基本的に会社は代行してくれません）
※必要書類がそろわないなどの理由で、国保の加入、脱退の手続きが遅延する場合があります。
　その期間に病院にかかる際は、以前の健康保険証は使わずに、健康保険が切り替え予定であることを病院窓口にお伝
えください。

　津南町国保に加入しているかたで、進学を理由に町外に転出する場合、学生用保険証への切り替え手続き
を行うことで、引き続き津南町国保の保険証を使うことができます。学生用保険証は、右上に㊫と記載されます。

　津南町国保の学生用保険証をお持ちのかたで、今年３月に卒業予定のかたがいる世帯では、
進路に応じた手続きが必要となります。必要書類を確認のうえ、手続きをお願いします。

こんなとき 必要なもの

加
　
入

会社を退職したとき 退職日が確認できる書類
（離職票、資格喪失連絡票など）

扶養を取り消しになったとき 扶養取り消し日が確認できる書類
（資格喪失連絡票など）

任意継続が終了したとき
（国保のみ）

任意継続の喪失日が確認できる書類
（資格喪失連絡票）

脱
退

会社に就職したとき
家族の扶養になったとき 新しく加入した健康保険証または資格取得連絡票

そ
の
他

就学のために他市町村へ転出する
とき（国保のみ） 学生証など在学を確認できる書類、国保の保険証

就職や
退職に
より
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地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

総
看
護
師
長
　
風
巻
真
理
子

　
2
0
2
5
年
を
目
途
に
厚
生
労
働
省
が
、
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
5
つ
の
領
域
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
医
療
→
医
療
と
の
連
携
強
化

②
介
護
→
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
強
化

③
生
活
支
援
→
見
守
り
・
配
食
・
買
い
物
な
ど
多

様
な
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
、
権
利
擁
護

④
予
防
→
予
防
の
推
進

⑤
住
居
→
高
齢
者
に
な
っ
て
も
住
み
続
け
る
こ
と

の
で
き
る
住
ま
い
の
整
備

　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
、「
年
を
と
っ
て

も
、
病
気
に
な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
」
を
理
念
と
し
て
い
ま

す
。
各
市
町
村
で
は
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
①
～

⑤
に
つ
い
て
体
制
作
り
を
行
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
多
職
種
で
連
携
を
図
り
な
が
ら
、「
住
民

が
ど
う
暮
ら
し
、
ど
う
生
き
る
か
、
ど
う
支
え
る

か
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
住
民
の
皆
様
も
ご
自
分
や
ご
家
族
が
望
む
生
活

は
ど
う
な
の
か
を
元
気
な
う
ち
か
ら
考
え
、「
生

き
方
」
や
「
逝
き
方
」
に
つ
い
て
話
せ
る
時
間
が

あ
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

病
院
歳
時
記

議会コーナー
　前月までに100日運動カードを提出いただいた
かたを、このコーナーでご紹介します（敬称略）
 6200日 藤ノ木キミ（堂平）
 5900日 中村チエ子（堂平）
 5000日 板場キヨ（辰ノ口）
 4900日 高橋美佐子（見玉）
 3300日 鈴木カヨ（船山新田）
 2400日 大倉敏雄（小下里）
 1900日 大倉マツ（小下里）
 1500日 髙橋昭子（船山）
 1300日 福原幸子（外丸）
 1200日 保坂良雄（大井平）
 500日 福原千代野（外丸）
 300日 小林美久（船山）、金子テル（相吉）、鈴木マサエ（相吉）
 200日 小林多喜子（割野）、涌井アイ（相吉）
主な体操：ウォーキング、ランニング、健骨体操、水中ウォーク、ラジオ体操、ストレッチ他

健康体力づくり100日運動

　

学
生
納
付
特
例
制
度
に
よ
り
、
保

険
料
の
納
付
を
猶
予
さ
れ
て
い
る
人

で
、
平
成
31
年
度
も
引
き
続
き
在
学

予
定
の
人
に
は
、
は
が
き
形
式
の
学

生
納
付
特
例
申
請
書
が
送
ら
れ
ま
す
。

４
月
か
ら
も
同
じ
学
校
に
在
学
さ
れ

る
人
は
、
こ
の
は
が
き
に
必
要
事
項

を
記
入
し
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
こ

の
場
合
、
学
生
証
の
コ
ピ
ー
や
在
学

証
明
書
の
添
付
は
不
要
で
す
。

　

在
学
予
定
ど
お
り
で
も
、
学
生
納

付
特
例
を
利
用
せ
ず
納
付
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
年
金
事
務
所
ま
た
は

役
場
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

在
学
校
の
変
更
や
、
学
生
で
な
く

な
っ
た
場
合
は
、
手
続
き
が
必
要
で

す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

会
社
等
に
勤
務
し
て
厚
生
年
金
や

共
済
組
合
等
に
加
入
し
て
い
る
60
歳

未
満
の
か
た
が
、
退
職
さ
れ
る
場
合

に
は
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る
手
続

き
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
会
社
等
を
退
職
さ
れ
る
か

た
の
配
偶
者
で
、
第
三
号
被
保
険
者

の
か
た
は
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
す
る
第
一
号
被
保
険
者
へ
の
変
更

手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
手
続
き
に
は
、
加
入
し

て
い
た
年
金
の
資
格
喪
失
証
明
書
が

必
要
で
す
。
こ
の
証
明
書
は
、
本
人

も
し
く
は
配
偶
者
が
勤
務
し
て
い
た

会
社
等
か
ら
作
成
し
て
も
ら
い
、
住

民
票
が
あ
る
市
区
町
村
役
場
で
加
入

年
金
の
変
更
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

・
六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
８
０
０

・
税
務
町
民
課
町
民
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

＜実施された行事＞
〔２月〕
	 20日	 議会運営委員会
	 22日	 新潟県町村議会議長会定期総会
	 22日	 老人クラブ連合会との懇談会
	 	 （総文福祉常任委員会）
	 24日	 新潟県後期高齢者医療広域
	 	 連合議会定例会
	 27日	 十日町地域広域事務組合
	 	 議会定例会
	　28日～3月18日
	 	 第1回定例会

〔３月〕
	 8日	 総括質疑締切
	 17日	 津南町森林組合総代会

＜今後予定されている行事＞
〔４月〕
	 4日	 県町村議会議長会議長会議
	 5日	 全員協議会
	 5日	 議会運営委員会
	 10日	 町政事務嘱託員会議
	 17日	 民生児童委員との懇談会
	 	（総文福祉常任委員会）

学
生
納
付
特
例
の

　
継
続
を
忘
れ
ず
に

会
社
を
退
職
さ
れ
る
皆
様
へ

国
民
年
金
の
加
入
手
続

き
を
忘
れ
ず
に
お
願
い

し
ま
す
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苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

か
く
れ
た

発
見
し
隊
！

か
く
れ
た

発
見
し
隊
！
魅
力
魅
力

■お問い合わせ
　ジオパーク推進室（なじょもん）　℡765ー 1600

　

糸
魚
川
、佐
渡
、苗
場
山
麓
の
県
内
３
つ
の
ジ

オ
パ
ー
ク
が
連
携
し
て
、ジ
オ
パ
ー
ク
を
学
ん

で
も
ら
う
体
験
旅
行
を
誘
致
す
る
取
組
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、宝
く
じ
の
助
成
事
業
を
活
用
し

て
、日
本
修
学
旅
行
協
会
が
発
行
す
る
月
刊
誌

「
教
育
旅
行
」11
月
号
へ
の
広
告
掲
載
と
、旅
行

会
社
等
教
育
旅
行
関
係
者
を
対
象
と
し
た
３
ジ

オ
パ
ー
ク
を
巡
る
体
験
旅
行
の
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

２
月
14
日
～
16
日
に
か
け
て
実
施
し
た
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
で
は
、苗
場
山
麓
に
は
15
日
の
昼

か
ら
旅
行
会
社
３
名
、日
本
修
学
旅
行
協
会
２

名
が
お
い
で
に
な
り
、さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ
ー

場
、震
災
復
興
祈
念
館
絆
や
な
じ
ょ
も
ん
を
見

学
し
た
ほ
か
、ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
や
ス
カ
イ
ラ
ン

タ
ン
の
体
験
を
し
ま
し
た
。参
加
者
は
、多
雪
の

中
で
の
暮
ら
し
や
迫
力
あ
る
景
観
に
感
動
し
て

い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
こ
の
地
域
で
は
、グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
で
の
民
泊
や
ス
キ
ー
の
修
学
旅
行
の
実

績
が
あ
り
ま
す
が
、も
っ
と
苗
場
山
麓
の
魅
力

を
発
信
し
、「
学
ぶ
」事
を
主
軸
に
お
い
た
旅
行

の
提
案
を
す
る
こ
と
で
、よ
り
多
く
の
教
育
旅

行
の
誘
致
が
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。

　

小
･
中
・
高
校
の
学
習
指
導
要
領
が
改
訂
さ

れ「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」の
視
点
が

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。修
学
旅
行

に
お
い
て
も
、こ
れ
ま
で
の
物も
の

見み

遊ゆ

山さ
ん

的
な
旅

行
で
は
な
く
、「
生
徒
自
ら
が
主
体
的
に
考
え
、

地
域
の
人
た
ち
な
ど
と
対
話
し
な
が
ら
、旅
先

で
学
ん
だ
こ
と
を
自
分
た
ち
の
生
活
に
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
す
る
。」そ
ん
な
旅
行
の
仕
掛
け
が
必

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、新
し
い
学
習
指
導
要
領
に
沿
っ
た
修

学
旅
行
用
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
で
き
て
い

る
自
治
体
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。豊
か
な
自
然

と
歴
史
文
化
が
色
濃
く
残
っ
て
い
る
苗
場
山
麓

で
あ
れ
ば
、地
域
住
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考

え
る
こ
と
で
、学
校
や
子
ど
も
が「
学
び
た
い
」

と
思
う
よ
う
な
テ
ー
マ
を
い
く
つ
も
提
案
で
き

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の
参
加
者
か
ら
も
、誘
客

に
は
時
間
が
か
か
る
が
、可
能
性
は
あ
る
と
い

う
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、今
後
も
推
進
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

モニターツアーで訪れた川の展望台

Ｔ
ａ
ｐ
の
理
念
は

　
「
つ
な
が
り
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド

平
成
31
年
度 

Ｔ
ａ
ｐ
会
員
募
集

　

Ｔ
ａ
ｐ
は
「
つ
な
が
り
で
人
づ
く
り
と
ま
ち

づ
く
り
・
健
康
づ
く
り
」
を
理
念
と
し
て
ス
ポ
ー

ツ
活
動
や
健
康
づ
く
り
活
動
、
文
化
活
動
な
ど

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
普
及

し
急
速
に
社
会
が
変
化
し
て
い
る
中
、
活
動
を

通
し
て
い
つ
の
時
代
も
変
わ
ら
な
い
「
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
」
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
も
終
わ
り
に
近
づ
き
卒
業
、
入

学
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

新
緑
が
美
し
い
春
を
健
康
づ
く
り
や
趣
味
づ
く

り
を
始
め
る
き
っ
か
け
の
季
節
に
し
ま
せ
ん
か
。

新
年
度
も
「
つ
な
が
り
」
を
大
切
に
し
て
、
仲

間
づ
く
り
、
健
康
づ
く
り
、
趣
味
づ
く
り
の
お

手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

現
在
、
Ｔ
ａ
ｐ
及
び
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
で
は

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
３
月
５

日
号
で
配
布
し
ま
し
た
「
Ｔ
ａ
ｐ
で
い
こ
う
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で

の
教
室
は
４
月
１
日
㈪
か
ら
開
始
し
ま
す
。Tap事務局【TEL】765-5776【FAX】765-3596

音楽に合わせてプールの中で健康づくり 楽しく卓球をして、
仲間づくりをしましょう

大人気の水泳教室
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主婦の友社

『新装版 目がみるみる良くなる３Ｄ絵本』

　パソコン・スマホなどで目の負担が大きい現代人にピッ
タリの絵本。普段使わない眼の筋肉を使用することで視力
回復につながる……かも。80 種類以上のイラストがある
ので、子どもと一緒にも楽しめます。

【大人の本】
●『いちばんやさしい60代からのiPad』
	 …………………………………………………………………………………… KADOKAWA
●『子育てママがホッとする魔法の言葉』
	 ……………………………………………………………………………………秀和システム
●『ウケる人、スベる人の話し方』 ……………ＰＨＰ研究所
●『科学の誤解大全』
	 ……………………………………日経ナショナルジオグラフィック
●『家庭のおかずのカロリーガイド』
	 ……………………………………………………………………女子栄養大学出版部
●『樹木希林120の遺言』 ……………………………………………宝島社
●『指揮権発動』 ………………………………………………… 笹本 稜平／著
●『スクエア』 ……………………………………………………………………… 今野 敏
●『新章神様のカルテ』 …………………………………………… 夏川 草介
●『小説版		映画ドラえもんのび太の月面探査機』
	 …………………………………………………………………………………………… 辻村 深月
【子どもの本】	
●『危険生物最強王バトル！』 ……………………………… 永岡書店
●『旅する動物図鑑１～３』 ……………………………………筑摩書房
●『はたらくじどう車くらべ』 ……………………………………国土社
●『ほねほねザウルス20』 ………………………………………岩崎書店
●『ふしぎ駄菓子屋銭天堂９,10』 ……… 廣嶋 玲子／作
●『十年屋２』 ……………………………………………………… 廣嶋 玲子／作
●『ようかいとりものちょう乙』 …………… 大崎 悌造／作
●『都会のトム＆ソーヤ14～16』
	 ………………………………………………………………… はやみね かおる／著
●『黒魔女さんが通る!!シリーズ		最新刊まで』
●『ぼく、仮面ライダーになる！	ガイム編～オーズ編	４冊』

・
・
・
３
月　

弥
生
・
・
・

　

す
っ
か
り
暖
か
く
な
り
、新
年
度
が
目

の
前
ま
で
来
て
い
ま
す
。４
月
か
ら
生
活

が
一
新
す
る
方
も
、そ
う
で
な
い
方
も
、気

持
ち
よ
く
新
年
度
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に

準
備
は
整
っ
て
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
。４

月
に
入
れ
ば
新
元
号
の
発
表
・
新
入
社
員
・

新
入
生
と
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
雰
囲
気
に
な
り

そ
う
で
す
ね
。今
年
度
に
図
書
室
を
た
く

さ
ん
利
用
さ
れ
た
方
、今
後
図
書
室
を
利

用
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
方
、ぜ
ひ
来
年

度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
・
・
図
書
室
ベ
ス
ト
リ
ー
ダ
・
・
・

　

２
月
に
多
く
読
ま
れ
た
本
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

●
一
般
小
説

『
エ
ム
エ
ス　

継
続
捜
査
ゼ
ミ
２
』

	

今
野 

敏
著

『
魔
力
の
胎
動
』	

東
野 

圭
吾
／
著

『
沈
黙
の
パ
レ
ー
ド〔
ガ
リ
レ
オ
９
〕』

	

東
野
圭
吾
／
著

『
到
達
不
能
極
』	

斉
藤 

詠
一
／
著

『
す
ぐ
死
ぬ
ん
だ
か
ら
』	

内
館 

牧
子
／
著

●
一
般
書 

『
ね
こ
と
じ
い
ち
ゃ
ん
』

『
あ
と
伸
び
す
る
子
は
こ
ん
な
家
で
育
つ
』

『
老
い
と
収
納
』

『
池
上
彰
の「
ど
う
し
て
こ
う
な
っ
た
？
」』

『
す
ぐ
で
き
る
お
か
ず
』

●
児
童
書 

『
ゾ
ゾ
ー
ッ
！
怖
い
話
1
0
0
0
』

『
ぎ
り
ぎ
り
の
本
屋
さ
ん
』

『
忍
者
の
迷
路　

戦
国
時
代
を
大
冒
険
！
』

『
お
し
り
た
ん
て
い

　
　
　

 

み
は
ら
し
そ
う
の
か
い
じ
け
ん
』

『
ラ
ス
ト
で
君
は「
ま
さ
か
！
」と
言
う
』

●
絵
本 

『
ぼ
く
、仮
面
ラ
イ
ダ
ー
に
な
る
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ジ
オ
ウ
編
』

『
だ
る
ま
さ
ん
の
』

『
だ
る
ま
さ
ん
が
』

『
め
ぐ
る
森
の
物
語
』

『
ど
う
ぞ
の
い
す
』

・
・
・
図
書
室
の
開
閉
時
間
・
休
館
日
・
・
・

■
開
室
時
間

　

平　

日　

９
時
～
18
時

　

土
日
祝　

８
時
30
分
～
17
時

■
休
館
日　

３
月
25
日
㈪
、５
月
７
日
㈫

※
祝
日
の
関
係
上
、４
月
に
休
館
日
は
あ

り
ま
せ
ん
。

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
も
本
の
確
認
・
予

約
が
行
な
え
ま
す
。「
津
南
町
公
民
館
図
書

室　

w
e
b
o
p
a
c
」で
検
索
し
て
く

だ
さ
い
。

■
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
版
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら

広報ライブラリー
今月の１冊

３月 −弥
や よ い

生−

3月の新着図書（HPでも検索できます）
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つ
な
ん
の
文
芸

砂
丘

作つ
く

り
た
る
か
ま
く
ら
の
中な
か

で
酌く

み
交か

わ
す

外そ
と

は
静し
ず

か
に
雪ゆ
き

の
降ふ

る
夜よ
る	

江
村
大
輔

春は
る

彼ひ

岸が
ん

の
霊た
ま

送お
く

る
朝あ
さ

雪ゆ
き

原は
ら

の

上う
え

や
わ
ら
か
に
朝あ
さ

も
や
込こ

め
る	

石
橋
寿
子

階か
い

段だ
ん

を
自し

が
足あ
し

で
降お

り
る
二に

歳さ
い

児じ

は

危あ
や

ぶ
む
我わ
れ

の
手て

を
払は
ら

い
の
け	

津
端
恵
子

ま
ず
は
黄き

の
次つ
ぎ

に
紫む
ら
さ
き

ク
ロ
ッ
カ
ス
の

花は
な

は
光ひ
か
り

を
集あ
つ

め
て
咲さ

け
り	
貝
澤
圭
子

店み
せ

あ
り
し
跡あ
と

の
更さ
ら

地ち

を
風か
ぜ

渡わ
た

り

亡な

き
人ひ
と

う
か
ぶ
今い
ま

は
寂さ
び

し
く	

関
谷
郁
子

背せ

を
丸ま
る

め
今き
ょ

日う

一い
ち

日に
ち

の
出で

来き

事ご
と

を

記し
る

せ
る
義は

母は

は
九き
ゅ
う

十じ
ゅ
う

四よ
ん

歳さ
い	

恩
田
久
美
子

病び
ょ
う

院い
ん

へ
通か
よ

い
し
道み
ち

に
畑は
た
け

あ
り

八や

色い
ろ

す
い
か
の
熟じ
ゅ
く

す
季と
き

待ま

つ	

丸
山
直
子

上ほ

枝つ
え

よ
り
垂し
づ

る
る
雪ゆ
き

は
下し
た

枝え
だ

を

揺ゆ

ら
し
て
雪ゆ
き

の
舞ま

ひい

上あ

が
り
散ち

る	

小
野
寺
恒
代

西に
し

空ぞ
ら

を
覆お
お

い
た
る
雲く
も

二に

層そ
う

と
な
り

隙す
き

間ま

洩も

れ
来く

る
光ひ
か
り

の
淡あ
わ

し	

高
橋
春
枝

岩
す
げ
新
年
俳
句
会
（
二
月
）

年と
し

の
豆ま
め

撒ま

く
も
拾ひ
ろ

ふ
も
独ひ
と

り
か
な	

妙
　

力り
き

作さ
く

は
余よ

白は
く

が
決き

め
る
筆ふ
で

は
じ
め	

貞
　

冴さ
え

返か
へ

る
点て
ん

字じ

を
撫な

づ
る
指ゆ
び

早は
や

し	

房
　
良

雪ゆ
き

深ふ
か

き
町ま
ち

や
温を
ん

水す
い

プ
ー
ル
混こ

む	

れ
い
子

寒か
ん

卵た
ま
ご

割わ

る
い
さ
さ
か
の
力ち
か
ら

込こ

め	

芳
　
司

施し

設せ
つ

に
て
春は
る

の
一ひ
と

日ひ

を
笑わ
ら

ひ
合あ

ふ	

冬
詩
子

鬼お
に

笑ゑ

み
て
豆ま
め

ま
き
誘さ
そ

ふ
チ
ラ
シ
か
な	

壽
　
子

落お

ち
さ
う
で
落お

ち
ぬ
庇ひ
さ
し

の
雪ゆ
き

仰あ
ふ

ぐ	

守
　
人

遅お
く

れ
着つ

く
電で
ん

車し
ゃ

の
う
し
ろ
雪ゆ
き

女を
ん
な	

千
年
雄

日ひ

び々

除じ
ょ

雪せ
つ

ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
を
友と
も

と
し
て	

渡
　
舟

「
鬼お
に

は
外そ
と

」
闇や
み

の
彼か
な

方た

や
父ち
ち

の
声こ
ゑ	

美
　
恵

右み
ぎ

な
ら
へ
工こ
う

場ば

の
屋や

根ね

の
氷つ

柱ら
ら

か
な	

フ
ミ
子

雪ゆ
き

深ふ
か

く
隣と
な
り

家や

遠と
ほ

し
廻ま
は

り
道み
ち	

緑
　

初は
じ

め
て
の
単た
ん

身し
ん

赴ふ

任に
ん

の
息こ

に
送お
く

る

山さ
ん

菜さ
い

セ
ッ
ト
に
佃つ
く
だ

煮に

も
添そ

ふう	

麻
績
初
恵

脊せ
き

柱ち
ゅ
う

管か
ん

狭き
ょ
う

窄さ
く

症し
ょ
う

の
診し
ん

断だ
ん

受う

く

足あ
し

の
感か
ん

覚か
く

失う
し
な

へえ

る
夫つ
ま

は	

滝
沢
勝
枝

五ご

種し
ゅ

類る
い

の
食し
ょ
く

後ご

の
薬く
す
り

飲の

み
始は
じ

め

白さ

湯ゆ

に
甘あ
ま

味み

の
あ
る
こ
と
知し

れ
り	

風
巻
京
子

現う
つ

世つ

な
る
暴ぼ
う

風ふ
う

雪せ
つ

の
白し
ろ

き
闇や
み

轍わ
だ
ち

の
間あ
い
だ

生い

き
て
歩あ
ゆ

め
り	

鈴
木
綾
子

揚あ

が
り
た
る
花は
な

火び

の
開ひ
ら

く
一い
っ

瞬し
ゅ
ん

を

真ま

下し
た

に
夜よ
る

の
海う
み

現あ
ら
わ

れ
つ	

萩
原
光
之

長
生
学
園

還か
ん

暦れ
き

に
始は
じ

め
し
大こ

と
正
琴
も
八や

十そ

路じ

入い

り

支さ
さ

え
ら
れ
つ
つ
歩あ
ゆ

ま
ん
と
思お
も

ふ	

中
村
武
子

震し
ん

災さ
い

後ご

八や

年と
せ

迎む
か

へ
る
雪ゆ
き

ま
つ
り

県け
ん

境き
ょ
う

は
る
か
歌う
た

声ご
え

ひ
び
く	

島
田
眞
之

短 歌

俳 句



戸 籍 の 窓

N
ajom

on Inform
ation

４月 【なじょもん☎765-5511】
日 時 プログラム 金額 対 象

6日㈯ 9:00～11:00 バードウォッチング 300 低学年以上

7日㈰ 13:30～15:30 アンギン編み　初級編 1,000 中学年以上

13日㈯ 10:00～12:00 そば打ち 1,000 中学年以上

14日㈰ 13:30～15:30 和紙のハガキづくり 800 低学年以上

20日㈯ 9:00～11:00 バードウォッチング 300 低学年以上

21日㈰ 9:00～11:00 縄文人の食を探る ～探しに行こう春の味～ 400 低学年以上

27日㈯
10:00～12:00 縄文ナイトライト 1,000 高学年以上

13:30～15:30 勾玉づくり 500 低学年以上

28日㈰
10:00～15:30 縄文まるごと一日体験 1,500 低学年以上

13:30～15:30 勾玉づくり 500 低学年以上

29日㈪

9:00～11:00 ブナ林観察会 300 低学年以上

10:00～12:00 ひょうたんのマラカス 500 低学年以上

13:30～15:30 勾玉づくり 500 低学年以上

30日㈫
10:00～12:00 火おこしと弓矢づくり 500 低学年以上

13:30～15:30 勾玉づくり 500 低学年以上

予約受付中 !当日受付も可
※ただし定員になり次第締切ります

■人口9,622（−28）　男4,645（−16）　女4,977（−12）

■世帯数3,522（−６）　■転入／６　■転出／ 21　■出生／３　■死亡／ 16　■婚姻／５３月１日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

　

広
報
担
当
に
な
り
２
年
が
経
過
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
異

動
は
な
さ
そ
う
で
す
（
笑
）
取
材
を
し
て
い
る
と
人
と
の

出
会
い
や
繋
が
り
が
増
え
た
こ
と
を
と
て
も
実
感
し
ま
す
。

ま
た
、
外
に
出
れ
ば
春
の
花
、
夏
の
風
、
秋
の
紅
葉
、
冬

の
雪
と
四
季
を
感
じ
、
触
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
な
と

思
い
ま
す
。
身
近
な
物
事
の
変
化
に
気
づ
き
、
も
っ
と
細

か
く
季
節
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
た
ら
、
心
が
豊
か

に
な
り
そ
う
で
す
。 

船
木
康
平

●春季企画展
　「松山賢作品展 土器怪人土偶怪獣」
　会　期：4月2日㈫～6月9日㈰
　入　場：無料
　縄文時代の遺跡から出土

した火焔型土器や土偶など

からインスピレーションを

得た絵画や野焼き作品を展

示します。

●縄文人の食を探る ～探しに行こう春の味～
　日　時：4月21日㈰　9：00～ 11：00
　体験料：400円
　対　象：小学校低学年以上
　縄文人も食べていた山菜を探しに行きま

しょう！最後に採れたての山菜を天ぷらに

して食べます。

●「なじょもん友の会」 会員募集
　なじょもん友の会に加入すると、体験料が半額・津南町歴史民俗資料館の入

館が無料・会報や体験スケジュールの送付など、様々な特典があります。

<年会費>
　個人会員：1,000円（小中学生半額）
　家族会員：2,000円
詳しくは、なじょもんまでお問合せください。

野焼きによる陶彫

山菜の天ぷら

小竹　眞
ま

絋
ひろ

（相吉） 浩史さん
 泉希さん

風巻　信一さん	 （90歳・大割野）

上村きみ子さん	 （93歳・今井）

金子　フクさん	 （97歳・恵福園）

石澤　敏成さん	 （50歳・上野）

瀧澤　德平さん	 （98歳・陣場下）

田中　秀雄さん	 （81歳・外丸）

大口　好貞さん	 （86歳・芦ヶ崎）

福 　金一さん	 （83歳・外丸）

涌井　スイさん	 （104歳・割野）

鈴木ウメノさん	 （85歳・恵福園）

栁原　 枝さん	 （93歳・谷内）

大口　ヒデさん	 （92歳・米原）

滝沢キクノさん	 （93歳・正面）

涌井　　稜さん（船山）
南雲ななみさん（十日町市）｝
石川　　津さん（逆巻）
上村麻衣子さん（今井） ｝
中島　裕貴さん（大割野）
髙橋麻里子さん（辰ノ口） ｝

この紙は
再生紙を
使っています

表
紙
の
写
真
　
S
N
S
効
果
で
ス
カ
イ
ラ
ン
タ

ン
を
動
画
や
写
真
で
撮
り
た
い
！
と
い
う
方
が

年
々
増
え
て
い
ま
す
。
S
N
S
×
ス
カ
イ
ラ
ン
タ

ン
は
、
今
の
時
代
を
表
す
一
枚
に
な
り
ま
し
た
。
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／
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■
編
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／

総
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